
選
別
、
洗
浄
し
て
回
収
さ
れ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
は
、
最

終
的
に
秋
田
ウ
ッ
ド
株
式
会
社
に

運
ば
れ
ま
す
。

秋
田
ウ
ッ
ド
は
、
解
体
し
た
木

材
や
木
製
品
の
製
造
業
か
ら
排
出

さ
れ
る
廃
木
材
と
、
市
内
誘
致
企

業
か
ら
排
出
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
原
材
料
に
再
生
木
材
を
製
造

し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
プ
も
原
材
料
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
プ
ラ
ン
タ
ー
や

ベ
ン
チ
な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
工
場
内
の
製
造
過
程
を
見
せ

て
も
ら
い
、
武
田
正
直
常
務
か
ら

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
も
新

建
材
の
原
料
と
し
て
使
用
で
き
る

こ
と
が
分
か
り
、
ご
み
の
減
量
化

に
も
な
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
製
品
に
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
プ
は
他
の
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
混
ぜ
て
月
に
５
０
０
kg

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
割
合
は
わ

ず
か
１
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
Ｐ

Ｐ（
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
）の
中
で
も

硬
い
キ
ャ
ッ
プ
を
混
ぜ
る
こ
と
に

よ
り
、製
品
の
強
度
が
増
す
ん
で

す
よ
。
将
来
は
割
合
を
３
％
ま
で

上
げ
た
い
の
で
す
が
、
キ
ャ
ッ
プ

が
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ
ん
。

各
学
校
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

を
が
ん
ば
っ
た
お
礼
と
し
て
、
集

め
た
キ
ャ
ッ
プ
の
量
に
応
じ
て
、

プ
ラ
ン
タ
ー
を
還
元
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
関
心
が
高
く
な
っ
て
き

た
の
か
、各
学
校
の
見
学
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
キ
ャ
ッ

プ
を
粉
砕
、
混
入
し
て
製
品
化
さ

れ
る
と
こ
ろ
を
見
て
、
驚
き
の
声

を
上
げ
て
い
ま
す
よ
。
帰
っ
て
か

ら
ま
た
一
生
懸
命
集
め
始
め
る
ら

し
い
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
廃
棄
物
の
再
利

用
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
く

れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

今
後
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
環
境

に
対
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
く
で
し
ょ
う
。私
た
ち
も
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
通

じ
て
、
環
境
保
全
を
進
め
る
た
め

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
校
で
の
回
収
運
動
を
き
っ
か

け
に
、
皆
さ
ん
も
大
分
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
理
解
が
深
ま
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

広報市民リポーターだより No.1 ペットボトルキャップリサイクル

秋田ウッド（ ）

再再生生木木材材製製造造

環環境境へへのの関関心心のの
高高ままりりをを期期待待

武武田田 正正直直常常務務

株

ままささななおお

粉砕されたペットボトルキャップ

小さなペットボトルキャップも「ちりも積

もれば山となる」のごとく、大事な資源になり、

環境にやさしい製品に生まれ変わりました。

取材を重ねていくなかで、このリサイクル

運動に携わる方々の、それぞれの目的に向

かって取り組む強い気持ちが伝わってきまし

た。

それは、子供たちが徐々に物の大切さや再

利用について考え始めていること。施設では、

積極的に作業に参加するかたが増えてきたこ

と。周りで支えるかたの、環境に対する意識

が高まっていることからです。また、この運

動から、地域のつながりが深まっていって欲

しいと痛切に感じました。

私たちみんながリサイクルに協力する心を

持ち、子供たちにきれいな環境を残していく

ためにも、私はこれから積極的にこの運動に

取り組んでいきたいと思っています。

そして、私たちにも選別作業の手助けがで

きます。それは、家庭で集めるとき

○シールをはがして出す

○汚れていたら洗っておく

皆さんで取り組みませんか。

最後に一言。『ちょっと待て、捨てるには

もったいない、まだ役に立つ』。

再
リ
サ
イ
ク
ル

回
収
粉
砕

解
体

きれいな環境を守ることは
みんなが協力する心を持つこと

（
多
回
リ
サ
イ
ク
ル
）

製 造 過 程

粉砕した廃木材、廃
プラスチックを混合。
顔料を加えてペレッ
ト状に加工します。

ペレットに熱を加え、
金型を通して押し出
し加工します。

整形された素材は、
特性を生かした部材
や、二次加工製品に
なります。

建築解体材や製材くず、工場排出廃プラス
チックを粉砕します。

広報大館２００８．１０

原
材
料

配
合

成
型
加
工

二
次
加
工

�


